波多野報告：

「東京大学教授系列講座」（7月１－4日）が今年も中国科学院研究生院にて開催され、地震研から宮武、小国、波多野の3名が派遣された。

今回は固体地球科学における計算的手法がテーマとなっており、各々が6時間、計18時間の講義を行った。聴講者は50名程度で、修士１年の学生が中心であったが、地球物理専攻の学生はほぼ半数程度であり、残りは化学や海洋学から電気工学に至るまで幅広い分野の学生が集まった。

私はphysics of frictionと題し、摩擦法則の背後にある物理過程、および断層すべり構成法則の探求に関する研究を紹介した。質問に来た学生と議論しながら昼食を共にするなど、終始オープンでフランクな雰囲気であった。（ただし小テストのときに人数が若干増えた気がしたのはご愛嬌か）。

　中国科学院研究生院は中国各地の大学院から修士1年が集まって基本的な講義を1年間集中的に受ける機関である。そのため学内に寮が完備しており、約3千人いる院生たちはほとんどが学内で生活をしている。「中国科学院」と書かれたおそろいのTシャツを着たり、夜遅くまでグラウンドでサッカーやバスケットボールに興じるなど、きわめてアットホームな雰囲気であった。

　なお、我々は熱烈なもてなしを受け、ほとんど独りにされることが無かった。彼らの厚意に対してここに改めて感謝の意を記したい。
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